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広島市植物公園が保有するサク
ラソウ濡燕に見られた多芽体状
の変異

山本晃弘・山森千帆

はじめに
広島市植物公園（以下、植物公園）では、開

園以来サクラソウ Primula sieboldii	E.Morrenの収
集及び保存・記録を継続して行っている（河野・
石田 1982，河野 1983，井上ほか 2013）。サク
ラソウは、品種によって変異が見られやすいも
のもあることから（鳥居 2006）、植物公園では、
品種保存を行っていくために、変異が現れたも
のを除去するなどして対応している（山本・向
井 2022）。
濡燕は、野生のサクラソウに近い品種で、花

弁の裏が淡桃色、表は底紅で目があり、花茎は
長く伸びるなどの形態的特徴が知られている
（鳥居 2006）。本品種の変異については、芽の
形状や茎の帯化、帯化個体の花数増加について
報告があったが（山本・向井 2022，山本・山森
2024）、この度新たに多芽体状の変異を確認し
たので記録する。

方法
2023 年 12 月、濡燕の芽分け・植え付けを植

物公園栽培温室において実施した。鉢から取り
出した根茎を水洗したのち、芽分けを行った。
その際、芽を手で容易に折り分けることができ
る通常個体に対し、芽が扇形に変形して分ける
ことが困難な変異個体を確認した（図 1）。これ
らの比較として、通常個体（n＝6）と変異個体
（n＝4）の芽の最大幅を比較した。統計解析と
して、Student の t 検定を用いた。
その後、通常個体と変異個体を分けて植え付

けを行った。植え付けには、黒色の 15 cm ビ
ニールポットを用意し、底石を約 1.5 cm 敷い
たのち、マグァンプ K 中粒 2 g を混合した用土
（体積比：赤玉土小粒 3・ボラ土小粒 3・鹿沼土
小粒 3・腐葉土 1）に植え付けた。植え付け後
は、乾燥させないように灌水を行った。2024 年
5 月、鉢の掘り上げを行い、通常個体と変異個
体の様子を記録した。

結果
結果を表 1 に示す。冬期における芽の最大幅

の平均値は、通常個体では 7.2 mm±0.7、変異
個体では 41.9 mm±9.9 となった（図 1、表 1）。
変異個体は通常個体に比べて有意に芽の最大幅
が大きいことが示された（Student の t 検定、
p＜ 0.01）。開花期における観察として、通常個
体に対して変異個体は、葉芽および花芽の数が
多くなっている印象を受けた（図 2）。
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図1　冬期におけるサクラソウ濡燕の芽の形状（2023年 12月 10日）
a：通常個体　b：変異個体（真横から撮影）c：変異個体
（真上から撮影）　スケールバーは 5 cm を示す

表 1　通常個体と変異個体間における芽の最大幅
最大幅平均 *

通常個体（n＝6） 7.2±0.7 ⎤
⎥
⎦**変異個体（n＝4） 41.9±9.9

*	数値は平均を、±は標準誤差を示す
**	Student の t 検定，	p	<	0.01）
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おわりに
本稿では、濡燕において、芽に多芽体状の変

異が出現することを記録した。これまでに濡燕
では、花茎の帯化および芽の形状変化（山本・
向井	2021）、帯化個体の花数増加（山本・山森	
2024）などの変異が報告されている。加えて濡
燕には類似品種が複数あるとされており（鳥居	
2006）、他の品種においても何らかの変異が発
見される可能性もあるため、今後も情報を集積
していくことが望まれる。
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図2　開花期におけるサクラソウ濡燕（2024年 5月 10日）
a：通常個体（真横から）　b：通常個体（真上から）　c：変異個体（真横から）　d：変異個体（真上から）


